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全難聴便り 

全難聴便り 
  
 

 

 日本障害者協議会(JD)とオンラインでの会議・集まりでの情報保障に

ついて話し合いました。 

 ７月 11 日（月）、日本障害者協議会（JD)とオンラインでの会議・集まりでの情報保障

について話し合いました。JD からは藤井代表、石渡副代表、薗部副代表、増田常務理事、

全要研からは山岡理事長、松井事務局長、全難聴からは新谷理事長、佐野事務局長が参加

しました。 

会議・集まりでの文字による情報保障については、要約筆記利用が定着していましたが、

オンラインのよる会議・集まりでは、音声認識による字幕表示で情報保障に代える例が散

見されています。 

このような状況を受けて、多くの障害者団体が参加している JD とオンラインでの情報

保障の問題について、話し合いを持ち、全難聴・全要研よりは情報保障における要約筆記

の役割を改めて説明しました。一方、JD からはオンライン企画の見逃し利用などでの字

幕情報の扱い方の問題指摘があり、このような話し合いの機会を今後も継続することで、

参加者全員が了解しました。 

今回の話し合い内容を、改めて 8 月開催の全難聴・全要研定期協議で議論することを予

定しています。 
  

 情報コミュニケーション関係 4 団体連絡会の開催 

７月 25 日（月）、オンラインで情報コミュニケーション４団体連絡会が開催され、新谷

理事長と佐野事務局長が参加しました。概要は以下の通りです。 

各団体からの情報提供 

・6 月 18 日オンラインで総会を開催。例年まとめている省庁への要望事項をまとめて 

いる。7 月 29 日の理事会で確定する。（日視連） 

・省庁要望は各専門委員会でまとめ、理事会で分担して省庁に要望した。 

対面できなかった省庁に対しては、オンラインでの要望の場を作った。 

(ろうあ連盟） 

・優生保護判決を受けて、一時金受領の実態調査を進めている。（ろうあ連盟） 

・団体の省庁要望を、日身連を通じて提出済み。7 月に省庁からの回答があったが、 

例年の回答の範囲を出ていない。重点項目は、別に省庁に要望を継続する。 

（全難聴） 

・団体の全国大会は 2 年連続中止。来年は開催すべく準備に入った。（盲ろう者協会） 

 

②障害者政策員会 

・来年、委員の改選がある。委員長は交代の意向。人選について政府内で動いている 

ようだが、情報がとれていない。  （日視連） 
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・差別解消法基本方針の議論が遅れている。3 年後改正法施行の期限が迫っている。 

障害者基本計画の議論も停滞している。（日視連） 

・8 月の国連障害者権利委員会の対日審査について、各団体の代表団準備を確認。 
 

③その他       次回連絡会は、9 月 12 日（月）開催 

 

  障害者放送協議会の開催 

 7 月 27 日（水）障害者放送協議会がオンラインで開催され、新谷理事長、小川情報文

化部長が参加しました。 

18 団体中 16 団体が参加、概要以下の通りです。 

議事 

第１号議案 令和３年度事業報告および決算報告 

第２号議案 令和４年度事業計画および予算 

意見交換  今後の活動について 

その他 

＜主な内容＞ 

１）竹下会長あいさつ 

・障害者情報アクセスコミュニケーション施策推進法が 5 月に成立した。 

理念法なので肉付けはこれから。10 条（政府は必要な法制上・財政上の措置義務付け）

の具体化の取り組みが必要。 

・障害者政策委員会で障害者基本計画を議論。情報アクセシビリティ、災害など 

どこまで書き込めるか。秋には改正案がまとまる。 

・ジュネーブの権利条約レポート、日本の審査がある。９月頃勧告案が示される。 

・2021 年にデジタル庁でデジタル改革関連法が成立したことも今後関連しそう。 

 

２）第１号議案 令和３年度事業報告および決算報告 

・総務省とのつながりが薄くなった感じがある。デジタル化の取り組みが進んでいるよう

だが、直接の担当ではないということだ。 

・総務省はデジタル化でいろいろ考えているようだ。バーチャルな場で仮想空間を構築す

ることが広がりつつある。だがそこのアクセシビリティはどうか。キーワードはメタバ

ース。このジャンル、所管官庁が不明だ。総務省か経済産業省には責任があるだろう。 

著作権、災害、情報保障も関係する。 

これまでは各省庁の担当者に打診、交渉するのが委員会活動だった。だがコロナ禍で省

庁との最初の接点をどうするのか、最初からバーチャルだと難しいと感じる。 

 

３）第２号議案 令和４年度事業計画および予算 

・読書バリアフリー法の元になったマラケシュ条約では、動画のバリアフリーの規定がな 

かった。動画についても同様の効果を持つアクセシブルな動画の国際交換の枠組みの検 

討を行いたい。 

・コロナ禍だがオンラインでもできることをしたい。総務省、厚労省に私たちのことを認

識してもらいたい。 

・決算・予算は当期レベルでは赤字だが、ここ数年コロナで使えなかった。有効に使って

いく。 

 

４）意見交換  今後の活動について 
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・コロナ禍対応で、生活の各場面が IT に置き換えられていった。IT 企業が大きな投資をし

ている。私たちにも大きな波が来る。 

省庁の担当も既存の分野に対応してきた。新しいことの窓口が不明。IT 化では窓口がど

こなのかを意識したい。 

・デジタル庁は関係省庁に働きかける機能を持つらしい。２つの省とやりとりするやっか

いさがある。 

・ネットを活用する部分が大きくなる。技術的に協議会として動向をつかむ必要がある。

勧告していかないと。 

・全難聴から、YouTube や Netflix などの動画サービスのアクセシビリティ、どこに 

訴えればよいのか、と指摘があった 

・デジタル庁は基本計画で柱が立っている。どう働きかけるか。障害者政策委員会を窓口

にすれば、実現可能ではないか。 

 

 JICA 委託ネパール難聴者支援事業:ネパールで意思疎通支援ﾏﾆｭｱﾙ 

作成へ 

標記事業「カトマンズの病院における難聴患者の意思疎通支援パイロットプロジェクト」

では、これからネパールの難聴者たちが、日本の意思疎通支援のノウハウを参考に、 

（１）意思疎通支援マニュアル作成、 

（２）筆談ボード作成、 

（３）耳マーク作成にチャレンジします。 

その後、様々な病院で講習会を実施し、啓発活動を行う予定です。ネパールの難聴者の

最終目標の一つは、文字通訳者養成・派遣システムの構築です。全難聴も支援していきま

す。今後は進展があるたびに報告していきます。 

 

 LINE 用耳マークスタンプ新作販売 

 
 

 第 26 回全国中途失聴者・難聴者福祉大会 INおんせん県おおいた 

諸般の事情で参加申し込み開始が大幅に遅れております。案内書が送付されるまで今し

ばらくお待ちください。 

例年どおり宿泊のお申し込みも大会参加と一緒にお申し込みいただけますが、可能な方

はインターネット等で先行して宿泊予約をお取りいただけると安心です。 

メイン会場：J:COM ホルトホール大分（大分市金池南、JR 大分駅徒歩 2 分） 

懇親会会場：レンブラントホテル大分（大分市田室町 9 ｰ 20） 

大会プログラム 

10 月 15 日(土) 

前バージョンよりも文字が大きくなり、よりカラフル

になりました。関西らしくフランクな挨拶から、する

どいツッコミまで。２４個のスタンプが揃って１２０

円です。 

皆さまの普段の会話の中で活用いただき、豊かなコミ

ュニケーションに役立てていただけましたら幸いで

す。 
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13：00～記念式典 14：30～記念講演 18：30～懇親会 

10 月 16 日(日) 

10：00～分科会 13：00～閉会セレモニー 

10 月 17 日(月) 

 一日観光ツアー（湯布院） 

今大会は、現地に参加出来ない方のためにライブ配信を実施します。配信日程は、 

10 月 15 日 12:55～16:00 です。16 日以降のライブ配信はありません。 

ライブ視聴用 URL は後日、お知らせいたします。 

全国から多くの皆様にお越しいただけますよう、よろしくお願いいたします。 

 

  理事の動き（7/１～7/31）  

7 月 4 日 第 67 回障害者政策委員会（オンライン）           （宮本） 

7 月 7 日 第 68 回障害者政策委員会（オンライン）           （宮本） 

7 月 11 日 日本テレビ小鳩文化事業団面談                 （小川） 

7 月 11 日 全難聴・全要研と JD との情報保障に関する懇談会   (新谷、佐野) 

7 月 13 日 JDF 幹事会（オンライン）                   （佐野） 

7 月 21 日 シーズ・ニーズマッチング強化事業 第 1 回交流会企画委員会 

(オンライン）（小川） 

7 月 25 日 情報コミュニケーション関係 4 団体連絡会（オンライン）（新谷、佐野） 

7 月 25 日 移動等円滑化評価会議・当事者目線にたった評価指標  

プレ調査意見交換会        （オンライン）（小川） 

7 月 27 日 障害者放送協議会総会（オンライン）          （新谷、小川） 

 

 
8 月  1 日 障害者政策委員会（第 69 回）（オンライン） 

8 月 2～3 日 耳マーク部会（オンライン） 

8 月  3 日 成田空港第 7 回 UD 分科会（オンライン） 

8 月  8 日  要約筆記者認定協会理事会 (オンライン) 

8 月  9 日 JDF パラレルレポート特別委員会（オンライン） 

8 月 13 日 全要研&全難聴定期協議 

8 月 20 日 第 55 回全国手話通訳問題研究集会～サマーフォーラム IN いばらき～ 

 

【全難聴事務所夏季休業】 

8 月 13 日(土)～16 日(火)の間は夏季休業とさせていただきます。耳マークグッズやテキ

スト注文は日数に余裕を持って注文をお願いします。 

 ≪8 月の予定≫ 


